
北九州市立大学 地域創生学群地域創生学類（一般選抜） 

九州国際大学 法学部法律学科 （共通テスト利用合格） 

『合格』＿バレーボール部 

 

 私は、北九州市立大学の法学部法律学科に進学したいと思い、二年生の冬休みから小論文

の勉強を始めました。最初は小論文の書き方について学び、春休みから夏休みにかけては先

生の指導の下、毎日、新聞の要約とそれに対する自分の考えを書いていました。私はその時

点である程度は要約ができていました。そして、部活動を引退し、公募制推薦をいただてか

らの約 1ヶ月間、本格的に受験勉強を始めました。先生の指導の下、毎日過去問を書き、添

削を受けてかき直す、というのを繰り返していました。しかし、結果は不合格でした。そし

て、この経験から、知識を入れることよりも自分の言いたいことを書けるように取り組む方

が良いと学びました。不合格の後、すぐに一般選抜対策に切り替え、大学入学共通テストの

勉強を始めました。選択科目は、国語・英語・日本史でした。国語では現代文が模試である

程度点数が取れていたので、古文を中心にしました。英語は聞いて読んで慣れるようにしま

した。日本史はまず動画で流れを押さえて、その後細かいところを学ぶ方法で取り組みまし

た。毎日平均して 10 時間くらいは勉強しました。その結果、共通テスト本番では最高点を

取ることができました。しかし、法学部には全く点数が足りなかったので、地域創生群に変

えました。地域創生群の 2次試験は小論文と集団討論でした。小論文は国語の先生に指導し

ていただき、前回の反省を活かしながら過去問を解いたり要約したりしていました。集団討

論では担任の先生と地域創生群の 4 年生の先輩に指導していただきながら、友達にも協力

してもらい、3～5 人で討論していました。先輩から「盛り上げることが大切」と教えても

らいました。それで無事に合格しました。 

 この経験から、日々の勉強では、1日 1日自分の勉強内容を振り返ることが大切だと学び

ました。しかし、最も重要なのは、本番の時に力を抜いて取り組むことです。受験は本当に

メンタルに左右されるので、自分でメンタルをコントロールしなければいけません。そした

らどうにかなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



創価大学・創価女子短期大学（一般選抜合格） 

『悔いの残らないように』＿生徒会執行部、情報処理部 

 

私が創価大学を一般選抜で受験しようと思ったきっかけは、3人の兄たちの影響です。もと

もと、総合型選抜で受験しようとしていましたが、このことを話した時、兄たちから「甘え

るな」と言われ、総合型選抜を諦めざるを得ない状態になってしまいました。すぐに気持ち

を切り替えて勉強できればよかったのですが、すぐには切り替えることができず、先生の前

で号泣したこともありました。それでも先生方や一緒に勉強してくれた友人とともに、最後

まで諦めずに取り組むことができました。特に英語を教えていただいた先生は、1年次から

生徒会執行部を通じてお世話になっており、最後の最後まで私のことを気に掛けてくださ

いました。そのほかにも、多くの先生方の力を借りて、なんとか合格を勝ち取ることができ

ました。 

 放課後、夜 7時まで残り、ひたすら過去問を解き続け、つまずいたら参考書を開き、復習

し、解き直しました。私はそこまで回数を重ねていませんが、3回以上はした方がいいそう

です。がんばってください。気合いで乗り越えましょう。正直なところ、その大学に絶対に

受かってみせるという揺るぎない信念を持つことが一番大切です。当たり前ですが、想いの

強さは、人を大いに変えます。志望校を決めたらすぐに過去問に取りかかっていいと思いま

す。過去問を解きながら予習することもできるので、圧倒的に効率がいいと思います。（私

はしていませんでした。後悔しています） 

 日本史は資料集を活用して、ある程度の時代の流れを頭に入れると良いと思います。日本

史は知識をとにかく頭に入れてください。国語は、漢字は全問正解が当たり前です。四字熟

語も覚えておくと便利です。文章問題は主観を入れて読まないこと、特に小説は注意してく

ださい。客観的に読めば正解を導き出せます。英語は日頃から単語に触れてください。単語

テストを真剣にやってください。ここで発揮されます。熟語はめちゃくちゃ重要です。すぐ

に勉強してください。覚えていないと長文は読めません。がんばってください。こうして書

いていることは、受験を終えた今、私がしていればよかったと後悔していることです。悔い

が残らないようにがんばってください。 

 今、これを読んでいる受験生へ。つらくなるのは 11月からです。周りの友人がどんどん

推薦で内定していって、置いて行かれている気がすると思う。過去問や模試を受けて、自分

の実力の低さにショックを受けると思う。内定が決まった友人を素直に喜べないと思う。大

丈夫です。みんな同じです。私もそうでした。それでも、受験が終われば解放されるし、な

により良い経験になります。模試の結果がＥ判定でも合格できます。私がそうでした。どう

か落ち込みすぎないでほしいです。分からなかったら先生に聞くのが一番いいと思います。

遠慮なく甘えた方が身のためです。お世話になった多くの方々に良い報告ができるように

最後まで全力を尽くして頑張ってください。 

 

 



福岡大学 経済学部経済学科（一般選抜合格） 

九州産業大学 地域共創学部地域づくり学科 （一般選抜合格） 

『頑張ったこと』＿写真部、生徒会執行委員 

 

私は福岡大学の一般選抜で合格しました。この合格体験記を通して、私はどのようにして

入試に臨んだかを紹介していきたいと思います。 

私が福岡大学を受験しようと思ったきっかけは、経済の分野に興味を持ち、専門的な知識を

身につけたかったからです。福岡大学の受験を決意する前は、北九州市立大学への入学を志

望していました。北九州市立大学の入試は 12 月に行われたため、高校 3年生の初めから取

り組んできた小論文の勉強を、11 月からさらに集中して頑張りました。しかし、その試験

では、良い結果を残すことができませんでした。そこで、気持ちを切り替えて、2月に行わ

れる、福岡大学の入試をめざすことにしました。12 月までは、一般選抜の勉強を全くとい

っていいほどしていませんでした。2ヶ月間で、政治経済、国語、英語の 3教科の全範囲を

覚えるのは、正直大変でした。その中でも助かったのが、日々の授業ノートでした。私は、

ノートをきれいにまとめるのが好きだったので、普段の授業ではいつも、黒板に書かれた内

容だけでなく、まとめや要約を自分なりに書いたりしていました。そのおかげで、２ヶ月間

でも広範囲の勉強ができたと思い、自分のやっていたことが報われてよかったと思う瞬間

でもありました。福岡大学に合格したのは、このような自分の努力の成果でもありますが、

先生方のサポートのおかげでもあります。勉強を教えてほしいとお願いしたら、快く引き受

けてくださった先生方がいてくれて本当によかったです。日々の努力の継続は、いつか必ず

自分の支えになると思います。つらくてやめたくなるようなこともあると思いますが、休憩

しながら、先生方に頼りながら、頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



西南女学院大学 保健福祉学部保健福祉学科（一般選抜・共通テスト利用合格） 

『自分の反省』 

 

私は進路先を決める上で後悔したことが２つあります。１つ目は、2 年次生の時に欠席を

多くしたことです。欠席が多いと推薦を受けることができなくなり、進路の幅を狭めてしま

います。だから、欠席は少ないことに越したことはありません。しっかり学校に行くことを

おすすめします。2つ目は、あまり真剣に進路について考えていなかったことです。私は入

学してからずっと専門学校に進学しようと思っていたので、大学についてあまり調べよう

と思いませんでしたし、勉強の学校のテストさえ良ければいいと考えていたので、入試問題

を解こうという気にもなりませんでした。そのため、3年次になった時に、いきなり親から

「大学に進学しなさい」と言われた時は焦りました。欠席日数が足りないせいで、推薦をも

らうこともできず、勉強は学校のテストの前日ぐらいでしかやっていなかったので、基礎の

力もあまり備わっていなかったのです。3年次生になったばかりの人には、進路というもの

がピンとこない人もいるかもしれません。でも、いつでも自分の進学したい大学や専門学校

を受けることができるように、今からでも勉強を少しずつやっておいた方がいいと思いま

す。以上が私の失敗談です。 

次に、進路を決める上でやっておいたほうがいいことを教えます。1 つ目は、オープンキャ

ンパスに行くことです。オープンキャンパスに行くと、その学校のことをよく知ることがで

き、自分に合っているかを確かめることができます。オープンキャンパスに行くか迷ってい

るなら、絶対に行くべきです。2つ目は大学入学共通テストを受けることです。1月や 2月

に大学や専門学校の一般選抜（学科試験）がある人は、共通テストを受けた方が良いです。

なぜなら、共通テストに出願している人は特別編成授業となり、その間は受験に向けての先

生による指導や自主学習となります。そのため、通常授業ではなくなるので、自分の自習時

間を有効に活用することができます。また、同じ大学を 2回受験できることにもなるので、

できるだけ共通テストは受けた方が良いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北九州市立大学 法学部法律学科（公募制推薦） 

『北九大に受かるためには』 

 

 勉強をするということは、ほとんどの人が嫌いだと思います。自分の意思で勉強すること

は難しいと思います。実際、私も勉強をすることがあまり好きではありません。けれども、

好きな教科や得意な教科だけは自分で進んで勉強しています。私は、学校推薦を利用して公

立の大学に進学したいと考えていました。そのためには、自分の得意科目や好きな科目だけ

でなく、全ての教科を勉強しなければいけません。公立の大学などは、推薦を受けるための

条件には評定平均値を 4．0 以上に定めているところが多いため、定期考査にむけて、1 年

次生から 3年次生まで継続して勉強を行う必要があります。また、将来どうしたいかを考え

ておくと勉強のモチベーションになるので、考えておいた方がよいと思います。私は、高校

3 年生の 1学期まで志望している大学の学部をどれにするか迷っていて、小論文の勉強をや

ろうと思っていても、勉強する気がおきませんでした。そうならないためにも、進路はでき

る限り早く決めた方がいいです。また、大学や専門学校などによっては資格で加点があった

り、学費が安くなったりすることもあるので、取得しておいた方がいいです。例えば、英検

2 級や漢検 2 級などです。可能であれば、2級以上を取得しておくと非常に便利なので、挑

戦してみる価値はあると思います。定期考査と学校行事が資格試験と重なるがよくありま

すが、資格の取得も進路を実現するための近道だと思って取りくんでみるといいです。もし、

北九州市立大学を受験しようと考えているなら、小論文の勉強と資格の取得、評定平均値を

4．9以上にすることを大切にしてください。 

 

北九州市立大学 法学部法律学科（公募制推薦） 

『ノーストレス受験』＿写真部 

 

 私は 1年次生の時は成績も悪く、大学をめざそうとは考えていませんでした。ですが、2

年次生になり、定期考査前に勉強するようになり成績もだんだん上がってきて、大学をめざ

そうと思いました。2 年次生の時、友達から北九州市立大学のスプリングスクールに誘われ

て行ったのをきっかけに、北九州市立大学をめざすことにしました。2年次生の頃から社説

などを読んだりまとめたりすることを通して、文章の書き方から構成まで、先生に指導して

いただきました。先生の指導のおかげで小論文が書けるようになりました。受験前は、1週

間に 1．2 回のペースで小論文を書き、先生に添削をしてもらい、何回もやり直しをして、

練習をしました。そのおかげで、入試本番に緊張しても最後のマスまで難なく埋めて書き切

ることができました。 

 2 年次生の頃から、先生や親には北九州市立大学に受かるのは難しいと言われましたが、

こうして合格することができたので、諦めずに頑張って良かったなと思いました。結果に期

待しすぎず、自分を追い込みすぎず、自分のペースで勉強するのが一番いいと思います。 

 



九州産業大学 芸術学部写真・映像メディア学科（指定校推薦） 

『九産受かってみた』＿バスケットボール部 

 

 私はもともと自分の将来の夢があり、どこで何を学んで卒業後にやりたいビジョンが明

確だったので、志望校は迷わずに決めることができました。私は九州産業大学芸術学部の指

定校推薦が欲しかったので、1、2年次生、3年次生の学校の定期考査に向けて、普段の授業

はもちろん、日頃から勉強を頑張りました。そのため、推薦が欲しい人は毎日頑張った方が

いいです。 

 3 年次生にあがる春休みから入試に向けて勉強を始めました。小論文と面接が必要だった

ので、小論文の指導を担任の先生にお願いをすると、入試が終わるまで面倒を見てくれまし

た。昼休みや放課後、休みの日も使って教えてくださりました。夏には、オープンキャンパ

スと入試説明会があったので、行きました。オープンキャンパスは行った方が良いと思いま

す。実際に行くことで、学校を知ることができ、面接や志望理由書を書き時にとても助かり

ます。面接練習については、私たちは周年行事と重なってしまい、なかなか時間が取れなか

ったのですが、担当してくださる先生にお願いをしたら、行事後の放課後や土曜日など、忙

しい中、時間を作ってくださり、面倒を見てくれました。面接ノートの訂正も、文脈を優し

くわかりやすく教えてくれました。面接練習が始まる前に、ある程度は自分で面接ノートを

つくり、覚えておくことで、自分や先生方への負担も減ります。そしたら、合格できました。 

 アドバイスは、私は自分が成績も容量も悪いことをわかっていたので、半年以上かけて小

論文の勉強をしていました。だから、辛いとは思うけれども、早めに準備をしていて損はな

いと思います。ひたすら練習をして、自分から行動することが大切です。頑張ってください。

そして、私は面倒を見てくださる先生方の人の良さにも恵まれていました。教えてもらえる

環境は当たり前ではないと思うので、感謝や恩返しの気持ちも忘れないです。ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福岡大学 工学部化学システム工学科（総合型選抜） 

『福大、総合型合格まで、について』＿吹奏楽部 

 

高校に入学した時、どの大学に進学したいのか、私はまだ決まっていなかった。そのため、

今後、進学したい大学が決まった時に受験のチャンスを増やすために、成績を上げようと努

力した。 

 入学して半年ほど経ったとき、母に「ＹＡＭＡＨＡで楽器の研究をするのはどうか」と聞

かれた。私は小さいときからピアノをしたり、中学高校で吹奏楽部・ジュニアオーケストラ

に所属したりするほど、音楽、楽器が好きだった。また、化学も好きだった。これらのこと

もあり、母の提案に興味を持った。数日後、テレビで福岡大学が紹介されているのを見て興

味を持ち、調べてみると、化学システム工学科という、素材を研究してものづくりをする学

科があることを知った。オープンキャンパスに行き、この学科の先生に進学後のことを相談

すると、「うちにぴったり」と言われたため、福岡大学に進学することを決めた。 

 総合型選抜は、書類審査、小論文、面接（2 次試験）が必要となる。1 次試験の時点で、

書類審査は成績が高かったので問題はなかったが、私は作文が苦手だったので小論文もう

まく書けなかった。小論文が書けるようになるために、受験する学科で過去に出題された小

論文をすべて納得のいくまで書き直した。過去の小論文を解いていると、次第にテーマの傾

向が分かってきた。そのため、小論文の対策は容易だった。1次試験が終わった後、合格が

分かってから、2次試験の面接の対策をした。面接で話す内容を細かく練習した。特に志望

動機については、話す軸を決めておくとスムーズに話せる。そのため、唐突な質問にも対応

できるように練習をした。それらの練習もあり、無事に 2次試験も合格することができた。 


